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調査票E＃借料  ＿＿＿且  単位‥円  

Eファイルの  

曇借料」   

賃借料」と「情報システム賃借料」を一括して、「その  

■システムの保守費などは「蕃械保守委託費」に  
入力する。これは「その他の器械備品貸借料」に－  
括入力した場合も同様とする。ただし、医療用器械  

入貌共通  
備品賃借料に含まれている場合は、この限りではな  

診療部門共領  

診療部門合計  

放  

その他の画像診断  

中央材料部  
輸血卸  
透析部  潮  
リハビリ邪  商議；  

調査票E賃借料  

臨床工学部  恕瀦㌻〔こ  ■調査票Eは賃借料を把握するための調査票である。年度予算また  
栄t給食部  

診療共通彗8門共通  

．は、前年度実績を月額換算（12で除す）した結果を入力する。今期に入り  

診療共通部門合計  
昨年と比較して大きな変動があるものについては 今期予算を1／12にす  

総務部  
要素を反映するようにして、実態に近い金  

人事・労務部  

経理部  
とし、月別は不要である。年度の途中で高  

企画経営管理部  －ス料率の変更等で月額が大きく変動す  

医事部  は予算に応じて月別に提出する。  

媚－ 助般  

部管  ■ 賃借料は、「医療用器械備品賃借料」と「その他の器械備品賃借  
医療情報部  料」イ情報システム賃借料」、及び「建物・構築物関連賃借料」と「その他  
病歴管理部  の賃借料」の合計5つに分類する。  
医療相談部  鰯洩華袈 
地域医頭連携部  

一般管理新門共通  
一般管理部門合計  

病院共通  量  l  t  

病院部門合計  
その他部門計  
総合計  
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調査震F委託費  ＿＿－＿＿＿且  単位・円  

中央材料儲  
輸血＊  

透析⑪  t  
リハビリ舶  月  
臨床工学部  ◆  
栄養給食前  機  
診療共通部椚共通  くl  

診療共通部門合計  級痛確  
総務部  
人事・労務部  

■  
料廟猟  

経理部  癒太秦弊  
◆ 患者給食委託黄    は給食部に配   賦する  ○  

企画経営管理飾  東武  黎  
貝武する。                    ◆ 検査委託費は該当する各検査室に配  

医事部  
◆ 歯科技工委託費    は歯科  に配賦する。  

柵－  

助般 卵管  す  
痍遼管理部  駄摘穣  ◆機械器具の保守  

◆ その他は   同様に発生部   署に配  賦する。  

！  

医療相姓部  
地域医療連携都  ヤ   1             ◆ 医事委託費は医事課に     配賦す  る。       払暁譲  
一般管理部Fl共通  駁丸苓準  ◆廃棄物処理等は  
一般管理部門合音十  鱒噂磯  部   

署に配賦する。（委員  1  

その他部門計  掛率藁            t 部署が特定不可能なもの      は、書押弓共通   、病院共通に金額を入力する。       随時攣  
総合計  病院共通  …3＼二  
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瞬査震G▲せ償却費  」霞  劇位・円  

器械備品として一括して入力すること 

調査票で  
。今期に入し  

、前年度実頼  

不要である。年度の途  
、実績もしくは予算に応  

■減価償却費は、「建物及び建物附属構築物減価償却糞」、「建物付属設備減価償却  
費」、「医療用器械備品減価償却費」、「その他の器械備品減価償却費J、rその他の有形圃  
定資産減価償却費J、「車両船舶減価償却費」、r放射線同位元素減価償却費J、「情報シス 
テム減価償却糞」及び「無形固定資産減価償却費」の合計12に分類する。  

■可能な限り部署・組織を特定し、金額を入力する。  
◆建物、建物付属設備、建築物設備以外のものは固定資産データを各部署に配賦する。  
◆建物、建物付属設備、建築物設備は固定資産データを面積比率（調査票I）で各部署に 

◆面積を求める場合、廊下等についても特定病棟のものと考えられるものは、当該部署 

◆その他の有形固定資産減価償却費、無形固定資産償却額のうち、当該部署に直接配 
乾することができない部分については各病院の判断により按分す  
◆車両船舶備品減価償却費は病院共通に、放射線同位元素・  

事            配賦する。  
l   
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調査票H延べ患者数 ＿．＿＿．＿且  
延べ患者  

外来延べ患者数    入院延べ患者数   外来実患者数   入院実患者数  

人・日   比率  人・日  比率  人一日  比率  人一日  

循環器内科  

外  

乗  

人間ドック外来  

循環器内科  

救急致命センター                        呼吸器内科  

循環器内科  

特定集中治療室                        呼吸器内科  

循環器内科  

呼吸器内科  新生児特定集中治 療室  

調査票H 延患    者数  
総合周産期特定集  
中治療室   呼吸器内科    ■ 調査票Hは部    署別の配賦比率（延べ患者数  

比）を把握するための調査票である。  

循環寮内科  ◆ 比率の欄は、    診療部門合計に対する比率を  
広範囲熱傷特定集         記入する。  

診  中治療室  呼吸器内科  
療  5 ◆ 7月－ケ月分の延べ患者数（DPC対象外も含  
部  棟  、患   。 。7  ロ の 5 で8        ～  

循環器内科   10月  分についても作成する。  ‡  

緩和ケア病棟  

■1人の恵  んが、同一日に、同一  診  
占邑‾            ◆  

循環器内科  

回復期リハ病棟  

人・日となる。  

循環器内科  ◆ 入院中に外来受診をした場合、可能な限り  

一般病棟1  呼吸器内科  外来  として扱う。ただし、分離不ロ     白              能な 合I、  
院の一部として扱う。  

■ 外来共通、入院共通、診療部門共通に対する  
一般病棟2   呼吸器内科  患者数の入力は不    、要である。  

ヽ  ′          心  、参 匝■ 。   肌i÷  
ない。  

外来共通  
診療部門共通  

診療部門合計  
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調査幕Ⅰ面積・病床数  ＋月  

Eファイルの  面積  病床数  

病棟コード                       m   比率   床   妄比率  

謡   帯          H  
外 来  循環器内科  …；≧                  呼吸番内科                            滅 

人間ドック外来  幕欝 ＝〔                    ≡≡≡；  

救急救命センター  
特定集中治療室  

新生児特定集中治療室  
総合席産期特定集中治療室  

診  広範囲熱傷餞定集中治療室  

療 部  棟  

門  回復期リハ病棟  
一般病棟1  

一般病棟2  

人間ドック  

外来共通  襟懐≡≡≡≡≡≡  
入院共通  憑  
診療部門共通  不  擬≡  

診療部門合計  
薬剤部  硝＝⊆≡≡≡≡＝  

賦比率（面積比、病床数比）  

タ  ホールは当該階の病棟の面積に含まれる。等の考  

経理部  

企画経営管理部  

医事部  

医療相談部  
地域医療連携部  

一般管理部門共通  蔽     票  

一般管理部門合計  配入不   子÷  

病院共通  経基泰艇＝  

病院部門合計  紀入不  
その他部門計  懲養寮髭  
総合計  凝馬琴    麗  
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